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年
頭
に
あ
た
り
、
地
方
本
部
を
代
表
し
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
緊
急
搬
送
困
難
事
案
が
過
去
最
大
と
な

っ
た
一
年
で
し
た
が
、
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
を
中
心
に
新
た

な
変
異
株
の
発
生
を
伴
い
な
が
ら
拡
が
り
つ
つ
、

日
本
に
お
い
て
も
第
８
波
の
感
染
再
拡
大
が
表
面

化
す
る
中
、
依
然
と
し
て
医
療
現
場
は
ひ
っ
迫
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
検
査
体
制
や
保
健
所
機
能
、
医
療
体
制

の
拡
充
が
必
要
に
も
関
わ
ら
ず
政
府
の
対
応
は
、

感
染
症
対
策
に
力
点
を
置
か
ず
、
全
国
旅
行
支
援

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
制
限
解
除
を
進
め
る
な
ど
、

今
も
な
お
国
民
の
い
の
ち
を
蔑
ろ
に
す
る
状
況
を

　

地
方
本
部
は
、
第
９
１
回
定
期
全
国
大
会
で

の
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間
総
括
を
踏
ま
え
、
次

世
代
に
運
動
・
組
織
・
財
政
を
継
承
さ
せ
る
た

め
に
、
各
級
機
関
・
組
合
員
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
粘
り
強
く
組
織
強
化
・
拡
大
運
動
を
展
開

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
一
年
間
で
神
奈
川
地
区
本
部
で
の
女
性

社
員
を
は
じ
め
４
名
の
新
た
な
仲
間
を
迎
え
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

厳
し
い
情
勢
の
中
で
の
取
り
組
み
に
対
し
、
関

係
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
厚
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
労
働
組
合
不
要
論
が
強
ま
る
中
で
も
、

　

今
も
な
お
Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
無
理
な
要
員
削
減

や
業
務
委
託
な
ど
が
推
し
進
め
ら
れ
る
中
、
重
大

な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
や
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
が
後
を
絶

た
ず
、
鉄
道
事
業
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
安
全
・

安
定
輸
送
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
相
次
ぐ
合
理
化
施
策
の
中
、
全
て
の

職
場
に
お
い
て
労
働
密
度
が
高
ま
り
、
慢
性
的
な

要
員
不
足
と
労
働
条
件
の
劣
悪
化
な
ど
「
安
全
で

安
心
し
て
働
き
続
け
る
環
境
」
が
奪
わ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
、「
変
革
２
０
２
７
」
の
具

現
化
に
向
け
た
組
織
の
再
編
を
は
じ
め
業
務
改
革
・

働
き
方
改
革
・
職
場
改
革
の
「
３
つ
の
改
革
」
を

通
じ
た
構
造
改
革
な
ど
、
経
営
体
質
を
抜
本
的
に

強
化
す
る
と
と
も
に
、
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
発
足

な
ど
に
よ
る
融
合
業
務
を
推
し
進
め
、
さ
ら
な
る

業
務
の
集
約
化
と
体
制
の
見
直
し
な
ど
、
コ
ス
ト

削
減
に
名
を
借
り
た
効
率
化
施
策
を
強
め
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
働
き

度
の
向
上
と
全
系
統
で
の
要
員
削
減
と
賃
金
抑
制
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
会
社
で
は
、
労
働
環
境
の
悪
化
と
要
員

不
足
が
続
く
中
で
健
康
破
壊
や
離
職
し
て
い
く
仲

間
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

　

鉄
道
輸
送
業
務
に
携
わ
る
労
働
組
合
と
し
て「
安

全
の
確
立
」
は
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
課
題
で
あ

る
だ
け
に
、
Ｊ
Ｒ
施
策
の
検
証
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
遵
守
、
経
営
に
対
す
る
適
切
な
チ
エ
ッ
ク
体

制
と
提
言
活
動
等
を
強
め
、
安
全
風
土
の
定
着
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

全
て
の
働
く
者
が
、
安
全
・
安
心
に
働
け
る
職

場
環
境
・
労
働
条
件
を
築
く
た
め
に
も
、「
安
全
・

仕
事
総
点
検
運
動
」
を
通
年
闘
争
と
し
て
展
開
し
、

抜
本
的
な
安
全
・
事
故
再
発
防
止
対
策
を
は
じ
め

適
正
要
員
の
確
保
と
労
働
条
件
向
上
の
向
け
全
力

を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
深
刻
化
に
よ
り
日
本
経
済
は
低
迷
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
上
昇
や
急
激
な
円
安
等
に
よ
る
食
料
品
や

生
活
必
需
品
等
の
物
価
高
騰
が
家
計
を
直
撃
し
、
格

差
と
貧
困
が
さ
ら
に
拡
が
る
中
で
、
働
く
者
の
生
活

に
大
き
な
影
響
と
先
行
き
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
生
活
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
整
備
・
拡
充
は
も
と
よ
り
働
く
者
の

待
遇
・
処
遇
改
善
や
雇
用
・
賃
金
・
生
活
保
障
等
の

安
定
し
た
確
保
の
た
め
の
抜
本
的
な
財
政
・
人
的
支

援
体
制
な
ど
、
徹
底
し
た
実
効
性
あ
る
明
確
な
コ
ロ

ナ
対
策
を
国
・
自
治
体
に
強
く
求
め
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
場
で
共
に
働
く
仲
間
の
矛
盾
や
思
い
な
ど
の
多

く
の
声
を
共
有
化
す
る
努
力
を
積
み
重
ね
、
極
め

細
や
か
な
世
話
役
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
な
ど
の
情

報
発
信
を
は
じ
め
、
職
場
環
境
・
労
働
条
件
改
善

に
向
け
た
真
摯
な
取
り
組
み
が
国
労
加
入
へ
と
繋

が
っ
た
こ
と
は
明
白
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
国
労

組
合
員
一
人
ひ
と
り
へ
の
信
頼
と
期
待
の
表
れ
で

あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
自
信
と
確
信
を
持
つ

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

組
織
拡
大
の
展
望
と
条
件
は
紛
れ
も
な
く
職
場
に

あ
り
ま
す
。

　

今
あ
る
組
織
現
状
を
分
析
し
、
機
関
運
動
の
活

性
化
を
図
る
中
か
ら
拡
大
の
条
件
と
気
運
を
創
り

出
し
、
労
組
未
加
入
者
を
焦
点
に
労
働
組
合
の
存

在
価
値
と
必
要
性
を
広
く
訴
え
続
け
る
こ
と
に
全

機
関
が
最
大
限
集
中
し
て
い
く
体
制
の
強
化
を
確

立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
へ
国
労
運
動
を
着
実
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
も
、
全
組
合
員
が
組
織
へ
の
求
心
力
を
よ
り
高

め
、
持
続
し
た
実
践
活
動
の
中
か
ら
、
全
て
の
闘

い
を
確
実
に
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に
集

約
し
て
い
く
こ
と
に
総
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

１
０
月
・
１
１
月　

内
外
の
動
き

１
０
月
１
日

横
須
賀
の
米
空
母
母
港
化
反
対
・
原
子
力
空
母
の
配

備
撤
回
を
求
め
る
集
会
が
横
須
賀
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園

で
開
か
れ
た
。

１
０
月
５
日

八
王
子
地
区
本
部　

新
組
合
員
加
入
歓
迎
回
を
開
催
。

１
０
月
８
日

鉄
道
関
連
労
組　

Ｂ
Ｂ
Ｑ　

交
流
会
を
開
催
。

１
０
月
１
３
日

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣
が
健
康
保
険
証
ほ
か

運
転
免
許
証
も
２
０
２
４
年
を
め
ど
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
統
合
す
る
方
針
を
示
し
た
。

１
０
月
１
５
日

八
王
子
地
区
本
部
第
２
６
回
定
期
大
会
を
開
催
。

１
０
月
２
０
日

関
東
交
運
労
協
３
３
回
定
期
総
会
を
開
催
。

１
０
月
２
２
日

大
宮
地
区
本
部
第
２
３
回
定
期
大
会
を
開
催
。

１
０
月
２
６
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
表
示
し
た
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
か
ざ
す
と
通
過
で
き
る
、
新
型
の
自
動

改
札
機
を
導
入
す
る
方
針
を
固
め
た
。
実
用
化
は

２
０
２
４
年
春
の
予
定
。

１
０
月
２
９
日

神
奈
川
地
区
本
部
第
２
７
回
定
期
大
会
を
開
催

東
京
支
部
第
３
回
定
期
大
会
を
開
催
。

１
０
月
３
０
日

密
集
し
た
歩
行
者
が
折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
転

倒
。
日
本
人
２
人
を
含
む
１
５
０
人
超
が
死
亡
、

１
０
０
人
超
が
負
傷
し
た
。

１
０
月
３
１
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
表
し
た
今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
半
年
間
の
決
算
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
純
損
益
は

２
７
１
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
半
年
間
の
決
算
で

黒
字
と
な
る
の
は
３
年
ぶ
り
。
最
終
的
な
利
益
は

６
０
０
億
円
と
な
る
予
想
。

１
１
月
３
日

北
朝
鮮
は
南
北
分
断
後
で
初
と
な
る
海
上
の
境
界
線

を
越
え
る
形
で
韓
国
側
の
海
上
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
し

た
。

１
１
月
１
１
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
年
末
手
当
に
つ
い
て
２
．
４
か
月
＋

２
万
円
１
２
月
５
日
の
支
払
い
の
回
答
を
示
す
。

１
１
月
１
８
日

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
年
末
手
当
に
つ
い
て
１
．
６
２
か
月

１
２
月
９
日
の
支
払
い
の
回
答
を
示
す
。

１
１
月
２
２
日

東
京
地
本
第
２
０
回
釣
り
大
会
。

１
１
月
２
６
・２
７
日

第
１
０
回
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
を
開
催
。
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平
和
と
民
主
主
義
の
闘
い

交通共済が（こくみん共済 COOPに）変わります。
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自
民
党
は
憲
法
改
正
に
前
向
き
な
「
改
憲
勢
力
」

と
合
わ
せ
、
国
会
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
を
維

持
す
る
中
で
岸
田
政
権
は
、
衆
議
院
で
の
「
憲
法

審
査
会
」
を
開
催
し
、
通
常
国
会
で
の
改
憲
発
議

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
政
府
案
と
し
て
国

家
安
全
保
障
戦
略
な
ど
の
安
保
関
連
３
文
書
を
決

定
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
に
つ
い
て
日
米
が

協
力
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
を
明
記
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
「
専
守
防
衛
」
か
ら
大
き
く
変

質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
防
衛
費
倍
増
の
た
め
、
軍
事
優
先
で
増
税
し

全
国
民
に
負
担
を
求
め
る
と
い
う
暴
挙
に
加
え
、

戦
闘
機
や
護
衛
艦
な
ど
殺
傷
能
力
の
あ
る
兵
器
輸

出
の
道
を
開
く
な
ど
、「
改
憲
」
策
動
は
も
と
よ

り
軍
事
大
国
化
に
向
け
た
不
穏
な
動
き
を
強
め
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、法
的
根
拠
が
存
在
し
な
い
「
安
倍
国
葬
」

の
強
行
や
旧
統
一
協
会
と
の
癒
着
問
題
、
相
次
ぐ

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
閣
僚
辞
任
な
ど
の
腐
敗
政
治
を

繰
り
返
し
、
介
護
報
酬
の
見
直
し
や
後
期
高
齢
者

の
医
療
費
負
担
増
等
の
社
会
保
障
制
度
改
悪
、
首

切
り
自
由
と
な
る
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
の
法
制

化
な
ど
の
反
動
政
治
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

岸
田
反
動
政
権
に
対
し
、
立
憲
主
義
を
堅
持
す
る

中
で
、
国
民
本
位
の
政
治
を
取
り
戻
し
、
平
和
・

人
権
・
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
も
、
市
民
連
合

と
立
憲
野
党
と
の
共
闘
体
制
を
再
強
化
し
、
改
憲

阻
止
・
早
期
退
陣
に
向
け
、
よ
り
奮
闘
し
闘
い
抜

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
３
年
春
闘
で
、
生
活
改
善
を

　

Ｊ
Ｒ
各
社
に
お
け
る
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
を

柱
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
新
賃
金
要
求
の
実
現
、

組
織
強
化
・
拡
大
を
は
じ
め
安
全
・
安
定
輸
送
の

確
立
と
職
場
労
働
条
件
改
善
に
向
け
、
全
組
合
員

が
ま
さ
に
共
有
・
参
画
す
る
春
闘
と
し
て
再
生
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
山
積
す
る
政
治
・
国
民
的
諸
課
題
と

連
動
さ
せ
る
中
か
ら
地
域
春
闘
の
強
化
と
発
展
を

展
望
し
、
闘
う
春
闘
の
再
構
築
に
向
け
全
て
の
力

を
傾
注
す
る
決
意
で
す
。

結
び
に
、
本
年
が
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

詳細はパンフレットをご覧ください


